
重大な触法行為をした精神障害者に対する新たな処遇制度(案)の骨子





１ 構成


○処遇の要否の決定は、裁判官1名及び精神科医1名の意見の一致したところによる


○ＰＳＷ等が必要に応じて参与員として参加し、意見を述べる


２ 役割


〇入院(再入院を含む)又は通院の要否、退院の可否、通院治療の終了の可否等を決定


○不起訴処分を受けた者については、併せて、重大犯罪に当たる違法行為をしたこと等、本制度の対象者であることを確認


３ 決定手続


①審判の開始


・検察官等による申立て、資料の提出


②裁判官による鑑定入院命令


(入･通院の要否の決定の際に限る。)


③本制度の対象者であることの確認


(不起訴処分の場合に限る)


・重大犯罪に当たる行為をしたことの確認


・行為当時､心神､喪失等の状態にあったことの確認


④処遇の要否の決定手続


・精神科医による対象者の鑑定


・検察官・対象者(付添人)等による資料提出


・対象者の生活環境等の調査


⑤処遇の決定


・対象者について、心神喪失等の状態の原因となった精神障害のために再び重大犯罪に係る違法な行為を行うおそれの有無に基づき、入・通院の要否、退院の可否、処遇の終了の可否等を決定


⑥不服申立手続


・決定に対する抗告等





警　察





検 察 庁





裁 判 所





地方裁判所





指定入院医療機関





指定通院医療機関





都道府県(精神保健


福祉センター等)


市町村(保健所等)


社会復帰施設､等





保護観察所


(精神保健観察官)





必要的選任





被害者・遺族





弁護士





対象者





検察官





･鑑定入院命令取消しの申立て


･入院･通院治療決定に対する


不服申立て


･退院許可の申立て


･処遇の終了の申立て､等





･鑑定入院命令


･入院･通院治療決定


･退院許可決定


･処遇の終了決定､等





･心神喪失者又は


心神耗弱者と認


め、不起訴処分





･心神喪失者又は


心神耗弱者と認


定し、無罪等の


判決の確定





送致





起訴





申立て





重大犯罪にあたる行為


殺人､放火､強盗､強姦･強制わいせつ(以上の未遂を含む)､傷害(軽微なものを除く)･傷害致死





傍聴





選任





･医療を受けさせるため


に入院させる旨の決定





･退院の許可の申立て


･入院継続の申立て





･入院によらない医療を


受けさせる旨の決定





･処遇終了の申立て


･通院期間の延長の申立て


･再入院の申立て





･退院の許可による退院





･裁判所の決定による再入院





報告





連 携





観察･指導等





保健・福祉に関する援助





病状に応じた適切な医療








